
次
の
ペ
ー
ジ
は

一
般
質
問
　
　
21
人
が
一
般
質
問
　
市
政
の
〝
そ
こ
〞
を
問
う
！
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問
　
地
震
に
よ
る
水
道
水
の

濁
り
の
原
因
は
。

答　

主
な
原
因
は
、
水
源
の

水
み
ち
内
部
の
攪
拌
が
生

じ
、
砂
や
シ
ラ
ス
や
堆
積
さ

れ
た
も
の
が
浮
遊
し
た
も
の

だ
。

問　

50
年
前
に
、
林
昌
治
市

長
の
も
と
、
総
事
業
費
16
億

３
０
０
０
万
円
か
か
っ
た
同

水
源
地
の
建
設
を
担
当
し

た
。
霧
島
連
山
に
降
っ
た
雨

が
土
壌
で
自
然
に
ろ
過
さ
れ

湧
出
す
る
同
水
源
地
の
水

は
、水
道
水
と
し
て
最
適
だ
。

当
時
の
工
事
中
に
、
近
く
の

住
民
か
ら
、
過
去
に
桜
島
大

正
噴
火
に
伴
う
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
１
の
地
震
に

よ
り
、
同
水
源
地
の
水
が

濁
っ
た
と
い
う
話
を
伺
っ

た
。
今
回
も
大
き
な
地
震
に

よ
る
影
響
で
あ
り
、
市
民
に

は
、
地
震
に
よ
る
濁
り
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、数
日
で
解
消
す
る
こ
と
、

人
体
に
影
響
な
い
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
考

え
る
。
今
後
は
、
ど
う
対
策

す
る
か
。

答　

現
在
台
明
寺
配
水
池
に

代
わ
り
整
備
中
の
｟
仮
称
｠

宇
都
良
配
水
池
の
貯
水
量

は
、
現
在
の
約
２
倍
と
な
る

た
め
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
隼
人
駅
西
側
エ
リ
ア
の

現
状
と
今
後
の
整
備
計
画
は

ど
う
か
。

答　

隼
人
駅
の
西
側
は
、
公

的
な
施
設
や
既
存
商
店
が
立

地
し
て
い
る
が
、
空
き
店
舗

の
増
加
な
ど
、
商
業
機
能
が

低
下
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
駅
周
辺
地
区
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
な
が
ら
事
業
を
実

施
し
て
お
り
、
現
在
、
隼
人

駅
東
西
自
由
通
路
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
今
後
、
隼
人

駅
西
口
駅
前
広
場
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い

る
。

霧
島
市
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
の
利
活
用
は

問　

移
転
後
の
利
活
用
は
検

討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
「｟
仮
称
｠
霧
島
市
総
合

保
健
セ
ン
タ
ー
」
は
、
令
和

７
年
度
中
の
供
用
開
始
を
目

指
し
整
備
を
進
め
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
利
活
用
の

具
体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

既
存
施
設
の
現
状
、
活
用
案

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
地

域
住
民
の
意
向
な
ど
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
検
討
を
重
ね
て
い

く
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
本
市
の
共
同
墓
地
数
は

何
か
所
か
。
ま
た
、
改
葬
の

受
付
数
は
何
件
か
。
無
縁
墓

が
増
加
す
る
中
で
市
営
墓
地

に
５
０
０
柱
程
度
の
合
葬
墓

は
開
設
で
き
な
い
か
。

答　

地
域
の
方
々
や
利
用
者

が
管
理
運
営
す
る
共
同
墓
地

は
、
納
骨
堂
29
か
所
を
含
め

５
７
５
か
所
だ
。
改
葬
の
受

付
は
、
令
和
３
年
度
が
２
１

７
件
、
令
和
４
年
度
が
２
７

１
件
、
令
和
５
年
度
が
３
１

３
件
で
あ
る
。
合
葬
墓
に
つ

い
て
は
先
進
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
調
査
・
研
究
を
進

め
る
。

敷
根
清
掃
セ
ン
タ
ー
操
業
停

止
の
影
響
は

問　

８
月
２
日
か
ら
29
日
ま

で
操
業
停
止
の
原
因
は
何

か
。
そ
の
間
、
他
施
設
に
受

け
入
れ
て
も
ら
っ
た
ご
み
の

量
と
費
用
は
ど
う
か
。
ま
た
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
へ
の
修

理
代
は
い
く
ら
か
。

答　

２
階
部
分
の
２
４
６
束

１
４
１
２
本
の
配
線
が

シ
ョ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ

る
。
ご
み
の
受
け
入
れ
先
は
、

表
の
と
お
り
。
か
か
っ
た
費

用
は
運
搬
委
託
料
を
含
め
２

１
６
６
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
修
理
代

の
当
初
契
約
額
は
８
８
０
０

万
円
で
あ
る
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

代
理
受
領
制
度
と
は

　

例
え
ば
、
耐
震
改
修
工
事
が
１

２
５
万
円
の
場
合
、
申
請
者
は
補

助
金
分
１
０
０
万
円
を
差
し
引
い

た
25
万
円
を
手
元
に
準
備
す
れ
ば

工
事
に
着
手
で
き
、
補
助
金
分
の

１
０
０
万
円
を
市
か
ら
施
工
者
へ

直
接
支
払
う
制
度

問
　
鹿
児
島
空
港
は
、
有
事

の
際
に
自
衛
隊
な
ど
が
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
空
港
に

指
定
さ
れ
た
。
一
日
に
、
約

１
万
５
千
人
が
利
用
す
る
空

港
が
攻
撃
の
対
象
に
な
り
、

乗
降
客
を
危
険
に
さ
ら
す
恐

れ
が
あ
る
が
ど
う
か
。
鹿
児

島
空
港
の
滑
走
路
下
を
通
る

隧
道
の
改
修
は
、
有
事
の
際

の
大
型
貨
物
機
の
利
用
に
備

え
る
も
の
で
は
な
い
か
。

答　

年
数
回
程
度
の
訓
練
を

想
定
し
て
お
り
、
貨
物
機
の

大
型
化
に
よ
る
補
強
工
事
と

の
説
明
を
受
け
た
。
こ
の
事

業
は
、
民
生
利
用
を
主
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

農
業
振
興
や
耕
作
放
棄
地
対

策
を

問　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
続

け
て
い
る
。
就
農
支
援
策
と

し
て
、
農
業
機
械
の
貸
出
は

で
き
な
い
か
。
用
水
路
敷
の

自
治
会
管
理
は
限
界
だ
。
防

草
シ
ー
ト
の
活
用
な
ど
予
算

を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

答　

市
は
、
中
小
規
模
の
生

産
者
が
農
業
機
械
を
導
入
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

る
。
用
水
路
敷
の
管
理
は
維

持
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
。
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
を
十
分
に
活
用
し
な
が
ら

管
理
を
進
め
て
ほ
し
い
。
更

に
地
域
活
動
で
困
難
な
作
業

は
、
個
々
の
相
談
に
対
応
す

る
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

　

策
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
令
和
６
年
８
月
８
日
に

発
生
し
た
日
向
灘
の
地
震
の

影
響
で
水
道
水
が
濁
り
利
用

で
き
な
い
状
況
が
発
生
し
、

市
民
生
活
や
経
済
活
動
に
大

き
な
影
響
が
及
ん
だ
。
今
回

の
教
訓
や
昨
今
の
被
災
地
の

状
況
か
ら
、
上
水
道
以
外
で

飲
料
水
を
確
保
し
、
有
事
の

際
の
市
民
生
活
や
経
済
活
動

の
維
持
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

本
市
の
水
道
水
源
は
湧

水
28
か
所
、
地
下
水
27
か
所

の
全
55
か
所
あ
り
、
給
水
活

動
に
必
要
な
水
道
水
は
、
被

害
の
無
か
っ
た
水
源
の
配
水

エ
リ
ア
を
拠
点
と
す
る
こ
と

で
対
応
で
き
る
。
今
後
も｟
仮

称
｠
宇
都
良
配
水
池
の
新
設

事
業
を
は
じ
め
、
水
道
施
設

の
耐
震
化
を
推
進
し
、
安
全

で
良
質
な
水
の
共
有
に
努
め

て
い
く
。

問　

災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
を
市
民
に
呼
び
か
け
て
、

災
害
時
に
活
用
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　

本
市
の
55
か
所
の
水
源

を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
災
害

時
の
水
を
確
保
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
こ
れ
か
ら
の
高
等
学
校
の

　

あ
り
方
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問
　
地
震
対
策
と
し
て
、
市

民
が
活
用
し
や
す
い
耐
震
改

修
補
助
金
制
度
に
す
る
た
め

「
代
理
受
領
制
度
」
の
導
入

は
で
き
な
い
か
。

答　

本
市
の
耐
震
改
修
工
事

の
経
費
は
、
補
助
率
80
％
、

限
度
額
１
０
０
万
円
で
県
内

で
も
高
い
補
助
で
あ
る
。「
代

理
受
領
制
度
」
を
活
用
す
れ

ば
、
市
民
が
耐
震
改
修
補
助

を
利
用
し
や
す
く
な
る
た

め
、
導
入
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

魅
力
あ
る
霧
島
神
宮
駅
へ

問　

霧
島
神
宮
駅
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
人
の
往
来
も
増
え

て
い
る
。
長
年
の
懸
案
で
あ

る
駅
構
内
の
階
段
の
改
良
に

取
り
組
め
な
い
か
。

答　

急
勾
配
の
階
段
が
あ

り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

観
光
客
な
ど
の
移
動
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
た
め
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
必
要
性
に

つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。

現
在
、Ｊ
Ｒ
九
州
技
術
部
門

が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
可

能
性
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
階
段
な
ど
の
改

修
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

み
や 

う
ち

ひ
ろ
し

宮
内
　
　
博 

議
員

い
ま 

よ
し

な
お  

き

今
吉
　
直
樹 

議
員

き
　
の
　
だ

ま
こ
と

木
野
田
　
　
誠 

議
員

い
け
　
だ

つ
な  

お

池
田
　
綱
雄 

議
員

た
け 

し
た

と
も 

ゆ
き

竹
下
　
智
行 

議
員

隼人駅東西自由通路完成予想図

国分台明寺配水池

し
も 

ふ
か 

さ
こ

こ
う

じ

下
深
迫
　
孝
二 

議
員受け入れてもらったごみの量

姶良市

さつま町

鹿児島市

都城市

35ｔ

37ｔ

143ｔ

871ｔ

201ｔ

伊佐湧水環境
管理組合

か
く 

は
ん

熊
本
駅
前
の
防
災
井
戸


